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平成2６年度　第６回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成26年11月10日（月）15:00～17:45
場　所
：大阪赤十字会館
出席者　：堀会長、綾委員、石田委員、小笠原委員、曽和委員、中嶋委員　計６名（欠席：下村委員、
多々納委員、田中丸委員、福田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
 (1) 淀川水系西大阪ブロック河川整備計画について
　○大川のアユは、毛馬の閘門を通過して淀川を遡上していくことになるが、閘門付近の釣り人により大半のアユが捕獲されている。上流域との生物の連続性の観点から、淀川を管理する国と連携して対策を検討すべきではないか。
　○堂島川及び土佐堀川沿川の特徴として、歴史的に古い「大阪府立中之島図書館」を取り上げるべきではないか。
　○「水と光のまちづくり推進会議」には、河川部局も主体的に関与しているのか。

　●河川部局も会議のメンバーとして参加している。
　○津波来襲時に三大水門を閉鎖した場合の反射波の影響と対策については、大阪府河川構造物等審議会で議論されているが、本河川整備審議会にも情報提供してもらいたい。
　●承知した。
　○本文について、一部整理、修文等を行うこと。
　○一定の仮定の下で粗い費用便益分析を行い、大阪府の河川及び港湾における地震・津波対策事業が経済的な効率性を有することを確認した。
○河川整備計画（変更原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、委員に確認の上、住民意見聴取に進むこと。
○地震・津波対策事業の経済的な効率性について確認したので、春木川水系河川整備計画（変更原案）についても、住民意見聴取に進むこと。
(2) 淀川水系神崎川下流ブロック河川整備計画について
　○本文について、一部整理、修文等を行うこと。

○河川整備計画（原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、委員に確認の上、住民意見聴取に進むこと。
(3) 淀川水系猪名川上流ブロックの流域の概要について
　○この地域で「シマヨシノボリ」の生息が確認されているのか。
●生息の有無について再確認する。

○この地域の人口動態及び過去の災害発生場所を示してもらいたい。
○資料について、一部整理、加筆修正等を行うこと。
○今後、委員の現地視察を行った上で、審議を行う。
(4) 淀川水系淀川右岸ブロック河川整備計画について
　○断面図に寸法を記載すること。
　○本文について、一部整理、修文等を行うこと。

　○委員の意見を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降、継続して審議を行う。
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　・河川整備計画（変更原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、委員に確認の上、住民意見聴取に進むこと。
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